
 

 

２０２４年４月１日 

報道関係各位 

株 式 会 社 Ｏ Ｐ Ａ 
 

～脱炭素社会に向けた取り組みを推進～ 

  金沢フォーラスの電気は実質再生エネルギー100％へ 

再生可能エネルギー指定の非化石証書を組み合わせて実現 

 

 

株式会社ＯＰＡ（以下、「当社」）が運営する金沢フォーラスは、２０２４年４月１日から再生可

能エネルギー指定の非化石証書発行がされる電力契約へ切替え（以下、「本取組」）を行います。 
 

当社では、２０１８年に策定したイオン「脱酸素ビジョン」に基づき、店舗から排出する温室効

果ガス（ＣＯ２）等を総量で０にする取り組みを推進しており、地球温暖化防止と脱炭素社会の実現

に向けて、これまでも消費電力の削減、ＣＯ２排出量削減に取り組んでまいりました。 
 

２０２３年４月１日より仙台フォーラス、２０２３年９月１日より高崎オーパ、横浜ビブレが本

取組を既に実施。再生可能エネルギー指定の非化石証書を組み合わせ、実質再生エネルギー   

１００％の電力で運営する店舗の拡大に努めています。 
 

今後も当社は、地域にしなやかに環境への配慮を推進し、持続可能な社会の実現に貢献する取り組

みを積極的に行ってまいります。 
 
 

記 
 

■当社の本取組み 

・手  法：再生可能エネルギー指定の非化石証書発行が 

される電力契約へ切替え 

・実施店舗：①仙台フォーラス ２０２３年４月１日より 

      ②高崎オーパ   ２０２３年９月１日より 

      ③横浜ビブレ   ２０２３年９月１日より      

      ④金沢フォーラス ２０２４年４月１日より※ 

       ※金沢フォーラスの２０２３年度電気使用量は 8,635,090ｋＷｈ 

        ２０２４年度も前年度水準の電力使用を想定 

 

以上 

【本件に関するお問い合わせ】 

株式会社ＯＰＡ 総務部 担当：浅井・丸山 TEL:０４３－２１３－３２１１ 

 

※画像は金沢フォーラス 


